
護
法
統
一
信
行

岩

堀

豊

種

(
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問
)

一
、
護
法
運
動
の
成
果
を
踏
ま
え
て

先
に
片
山
宗
務
総
長
は
、
創
価
学
会
は
じ
め
新
興
宗
教
の
激
し
い
攻
勢
に
対
し
、
宗
門
の
総
決
起
を
促
し
、
正
法
護
持
に
奮
起
す
べ
く

護
法
運
動
を
提
唱
し
た
。
そ
れ
は
伝
統
の
名
の
も
と
に
、
迫
り
く
る
時
代
の
不
安
、
世
相
の
混
乱
、
人
心
の
動
揺
に
対
応
す
る
こ
と
を
怠

っ
て
い
る
宗
門
の
現
状
を
自
省
し
、
時
代
に
即
応
し
た
伝
道
体
制
を
確
立
し
、
新
し
い
教
団
の
再
生
を
目
ざ
す
宗
門
活
動
で
あ
っ
た
。

た
ま
た
ま
宗
祖
降
誕
七
五
〇
慶
讃
を
迎
え
、
そ
れ
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
宗
門
と
し
て
は
未
だ
か
つ
て
な
い
組
織
的
な
実
動
を
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
行
政
的
機
構
も
整
え
、
全
国
的
な
護
法
布
教
体
制
を
布
い
た
。
各
管
区
ご
と
護
法
布
教
師
を
派
遣
し
護
法
研
修
会
が
開

か
れ
、
熱
心
な
伝
道
教
化
が
行
な
わ
れ
た
。
宗
務
区
で
は
千
名
を
越
え
る
信
徒
大
衆
を
動
員
し
護
法
大
会
が
開
か
れ
、
護
法
布
教
の
ほ
か

華
や
か
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
加
え
て
盛
大
な
教
化
活
動
を
盛
り
上
げ
た
。

霊
跡
参
拝
を
主
に
し
た
護
法
団
参
も
、
寺
単
位
・
組
寺
単
位
か
ら
管
区
単
位
に
及
び
、
多
く
の
檀
信
徒
が
参
加
、
横
の
つ
な
が
り
に
よ

っ
て
同
信
の
自
覚
を
強
め
、
宗
門
意
識
の
昂
場
に
資
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
。

聖
誕
七
五
〇
慶
讃
記
念
行
事
は
、
各
本
山
を
は
じ
め
全
国
の
寺
院
教
会
で
計
画
さ
れ
、
檀
信
徒
か
ら
多
額
の
浄
財
を
募
り
、
盛
大
な
慶

讃
法
要
の
ほ
か
本
堂
の
修
改
築
、
そ
の
他
寺
観
整
備
の
諸
工
事
を
達
成
し
た
。

か
く
て
前
後
五
カ
年
に
亘
る
護
法
運
動
は
、
か
つ
て
な
い
宗
団
的
熱
意
を
盛
上
げ
て
画
期
的
な
宗
門
活
動
と
し
て
の
成
果
を
お
さ
め
た
。
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し
か
し
新
興
教
団
に
対
決
し
て
教
団
の
再
生
を
は
か
り
、
新
し
い
教
団
づ
く
り
を
目
指
す
と
い
う
点
か
ら
、
謙
虚
に
反
省
す
る
と
き
、
さ

ら
に
前
進
し
強
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。
管
区
ご
と
開
か
れ
た
研
修
会
に
し
て
も
、
千
数
百
名
を
結
集
し
て
開

か
れ
た
護
法
大
会
に
し
て
も
、
所
謂
檀
那
寺
の
要
請
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
た
信
徒
大
衆
で
あ
っ
て
、
「
お
義
理
に
か
り
出
さ
れ
た
檀
家
衆
」

の
嫌
い
は
免
れ
な
か
っ
た
。
真
に
本
宗
の
教
義
を
理
解
し
、
自
ら
信
仰
に
目
覚
め
、
宗
徒
意
識
を
高
め
る
と
い
う
ね
ら
い
が
十
分
達
成
さ

れ
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
学
会
あ
た
り
の
信
者
が
、
縦
横
に
強
化
さ
れ
た
組
織
に
よ
り
、
婦
人
層
・
青
年
層
と
家
族
ぐ
る
み
で
研
修
に

参
加
し
、
学
習
自
得
し
た
も
の
を
自
ら
の
信
条
と
し
て
折
伏
活
動
に
献
身
す
る
と
い
う
姿
勢
と
は
、
程
遠
い
も
の
が
あ
る
。
や
か
ま
し
く

叫
ば
れ
た
護
持
会
の
組
織
率
も
護
法
運
動
を
通
じ
て
も
伸
び
な
い
の
は
、
宗
門
の
体
質
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
「
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ

宗
旨
を
た
だ
護
る
」

と
い
う
檀
家
意
識
か
ら
脱
却
し
、
個
人
個
人
の
信
仰
を
支
え
と
し
て
宗
門
意
識
を
昂
揚
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
容
易

で
な
か
っ
た
。

本
宗
の
護
法
運
動
と
期
を
同
じ
ゅ
う
し
て
、
仏
教
教
団
各
派
に
お
い
て
も
、
教
団
再
生
の
運
動
が
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
目
覚

ま
し
い
新
興
宗
教
の
台
頭
と
攻
勢
に
対
処
し
、
現
代
に
即
応
す
る
教
団
の
体
質
改
善
を
は
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
「
花

園
会
」
 
、
浄
土
宗
の
「
お
手
つ
な
ぎ
運
動
」
 
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
「
門
信
徒
会
」
 
、
同
大
谷
派
の
「
同
朋
の
会
」
の
運
動
等
が
そ
れ
で
あ

る
。
各
宗
団
と
も
激
し
い
社
会
変
動
の
影
響
下
、
著
し
い
宗
門
の
内
部
動
揺
の
現
状
を
立
直
し
、
宗
門
意
識
の
低
下
を
喰
い
止
め
ん
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し

「
新
し
い
酒
は
新
し
い
革
袋
に
盛
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
い
わ
れ
る
ご
と
く
、
古
い
檀
家
制
度
を
見
直
し
、
宗

団
の
自
己
革
新
を
遂
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
容
易
な
ら
ぬ
こ
と
で
、
方
法
を
尽
し
て
苦
心
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
現
代
宗
教
研
究
所
に

お
い
て
も
、
各
宗
の
教
団
再
生
運
動
の
実
態
を
調
査
し
、
護
法
運
動
の
推
進
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
客
観
状
勢
の
中
、
宗
祖
降
誕
七
五
〇
慶
讃
大
法
要
を
前
に
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
、
身
延
山
に
未
曽
有
の
一
大
不
祥
事

件
が
突
発
し
、
宗
内
外
に
大
動
揺
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
良
心
的
な
片
山
総
長
は
、
驚
健
に
堪
え
ず
、
と
い
た
く
責
任
を
痛
感
し
て
総

長
職
を
辞
任
す
る
に
至
っ
た
。
内
外
の
動
揺
を
抑
え
人
心
を
一
新
し
、
慶
讃
大
法
要
の
虔
修
と
護
法
運
動
の
再
出
発
を
後
任
総
長
に
託
し
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た
の
で
あ
っ
た
。
片
山
総
長
の
翻
意
が
困
難
な
の
を
見
て
緊
急
に
宗
会
が
開
か
れ
、
後
任
総
長
と
し
て
、
今
ま
で
内
局
に
あ
っ
て
護
法
運

動
の
推
進
に
努
め
た
総
務
部
長
波
郭
公
允
師
を
推
し
た
の
で
あ
っ
た
。

渡
部
新
総
長
は
、
難
局
に
処
す
る
大
任
を
託
さ
れ
て
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
新
内
局
を
組
織
し
、
片
山
総
長
の
遺
志
を
継
承
し
、
護
法

運
動
の
成
果
を
踏
ま
え
、
新
し
く
護
法
統
一
信
行
へ
と
発
展
さ
せ
、
さ
ら
に
前
進
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

二
、
護
法
統
一
信
行
の
発
足

渡
部
総
長
は
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
定
期
宗
会
の
施
政
方
針
に
お
い
て
、
片
山
内
局
に
お
い
て
花
開
い
た
護
法
運
動
を
結
実
さ
せ
る
の

が
自
分
の
任
務
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
、
「
宗
門
の
危
機
感
が
主
に
外
的
な
面
に
お
か
れ
た
が
、
真
の
危
機
は
内
に
あ
る
。
宗
門
組
織
の
脆

弱
さ
を
厳
し
く
反
省
し
、
新
興
宗
団
に
対
し
、
自
己
革
新
的
な
脱
皮
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
過
去
五
カ
年
の
護
法
運
動
を
踏
ま
え
、
統

一
あ
る
信
行
研
修
を
実
施
し
、
今
こ
そ

『
日
蓮
が
一
類
』

の
自
覚
に
立
ち
、
宗
徒
の
信
条
に
生
き
る
信
徒
大
衆
に
よ
っ
て
、
宗
門
活
動
の

新
し
い
基
礎
づ
く
り
を
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

こ
と
を
強
調
し
た
。

同
年
二
月
十
六
日
に
は
、
小
湊
を
中
心
に
宗
祖
降
誕
七
五
〇
慶
讃
大
法
要
を
盛
大
に
厳
修
し
、
各
宗
務
区
ご
と
に
盛
り
上
っ
た
護
法
大

会
の
総
し
め
く
く
り
と
し
て
、
全
国
代
表
者
結
集
大
会
を
東
京
に
お
い
て
開
催
し
、
一
応
護
法
運
動
の
総
決
算
を
す
る
と
と
も
に
、
今
度

は
、
新
し
く
宗
祖
第
七
百
遠
忌
を
目
標
と
し
て
護
法
統
一
信
行
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

渡
部
総
長
は
、
「
護
法
統
一
信
行
実
施
要
綱
」

で
、
「
今
後
の
護
法
運
動
に
対
す
る
私
の
考
え
は
、
伸
び
た
だ
け
根
を
振
れ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
数
年
問
、
宗
務
は
確
か
に
伸
び
た
。
教
学
的
、
統
計
的
な
も
の
は
別
と
し
て
、
意
識
的
、
活
動
的
に
は
大
い
に
伸
張
し
た

と
思
う
。
し
た
が
っ
て
そ
の
成
長
を
持
続
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
だ
け
根
を
張
る
必
要
が
あ
る
。
護
法
大
会
等
が
線
香
花
火
に
終
る
な
と

言
わ
れ
た
が
、
広
く
ひ
ろ
が
っ
た
護
法
運
動
は
、
表
面
的
な
も
の
で
な
く
、
ぐ
っ
と
大
地
に
根
を
下
ろ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
伸
び
た
だ
け
根

を
張
る
の
は
、
成
長
の
原
則
で
あ
る
。
宗
徒
の
一
人
一
人
が
信
行
を
深
め
、
相
互
に
堅
く
結
び
合
う
こ
と
に
力
を
注
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
(
取
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意
)
と
述
べ
て
い
る
。
尚
、
先
に
本
宗
の
教
義
の
簡
明
化
、
現
代
化
を
ね
ら
っ
て
、
「
宗
義
大
綱
」
が
作
成
さ
れ
た
が
、
一
層
内
容
を
解
り

易
く
解
説
し
、
本
宗
の
宗
徒
と
し
て
、
こ
れ
位
は
心
得
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
を
ま
と
め
て
、
統
二
ア
キ
ス
ト
と
し
て
全
宗
徒
に
与
え
て

研
修
さ
せ
る
。
さ
ら
に
研
修
は
教
え
学
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
け
に
終
始
し
な
い
で
、
お
互
が
信
行
を
実
践
体
得
す
る

「
行
的
実
践
」
を
強
化

し
て
い
き
た
い
と
い
う
具
体
的
実
施
方
向
を
打
出
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
宗
門
の
体
質
を
改
善
す
る
宗
団
再
生
運
動
を
進
め
る
た
め
、
「
檀
家
を
信
徒
に
か
え
る
」
と
い
う
目
標
を
か
か
げ
た
。
葬
祭
だ

け
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
た
寺
檀
の
関
係
は
、
社
会
的
変
貌
に
よ
っ
て
次
第
に
稀
薄
化
し
、
宗
門
意
識
は
失
わ
れ
て
い
る
。
「
う
ち
は
日
蓮
宗

だ
」

と
い
い
な
が
ら
、
法
華
経
の
信
仰
の
何
た
る
か
を
知
ら
ず
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
の
ど
こ
が
あ
り
が
た
い
か
も
理
解
し
な
い
。
ま
し
て

信
仰
が
生
活
原
理
に
な
る
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
。
寺
院
も
ま
た
檀
家
制
度
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、
こ
う
し
た
檀
家
を

信
者
と
し
て
、
そ
の
信
仰
に
生
き
る
教
化
を
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
力
が
及
ん
で
い
な
い
。
ま
し
て
家
族
総
ぐ
る
み
で
本
宗
の
信
仰
一

に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
望
め
な
く
な
っ
て
い
る
。
護
法
統
一
信
行
は
、
こ
こ
で
、
在
来
の
家
の
信
仰
か
ら
個
人
の
信
仰
確
立
を
ね
が

4
 
1

っ
て
、
「
檀
家
を
信
徒
に
か
え
る
」
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
個
々
の
信
仰
が
確
立
さ
れ
な
い
で
、
た
だ
伝
統
だ
け
に
頼
る
檀
家
の
-

集
合
体
で
あ
っ
て
は
、
教
団
の
後
進
性
を
脱
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
「
組
織
化
」
を
目
ざ
す
教
団
の
再
生
運
動
は
望
め
な
い
。
護
法
統
一
信

行
は
、
か
く
て

「
檀
家
を
信
徒
に
か
え
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

三
、
護
法
統
一
信
行
の
計
画
と
実
動

護
法
統
一
信
行
も
教
団
行
政
の
上
か
ら
は
、
中
央
の
護
法
本
部
と
管
区
の
護
法
支
部
と
が
一
体
と
な
っ
て
運
動
を
推
進
す
る
形
は
、
従

来
と
変
ら
な
か
っ
た
が
、
宗
務
区
単
位
の
研
修
会
や
行
事
も
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
伸
び
た
だ
け
根
を
張
れ
」

と
い
い
、
「
檀
家
を
信
徒
に
か
え
る
」

と
い
っ
て
も
、
帰
す
る
と
こ
ろ
指
導
の
尖
端
に
立
つ
教
師
自
身
が
、

教
団
に
対
す
る
危
機
感
を
抱
き
、
教
団
再
生
の
た
め
挺
身
す
る
熱
意
と
実
践
が
何
よ
り
も
要
請
さ
れ
る
の
で
、
護
法
統
一
信
行
は
第
一
次



段
階
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
教
師
の
研
修
に
重
点
を
お
い
て
実
動
が
進
め
ら
れ
た
。

教
師
の
研
修
も
三
段
階
と
し
、
一
年
に
わ
た
っ
て
、
き
め
細
か
く
進
め
ら
れ
た
。

第
一
次

指
導
者

(
リ
ー
ダ
ー
)

研
修

第
二
次

宗
務
区
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

第
三
次

管
区
教
師

(
指
導
者
)

研
修

第
一
次
の
中
央
本
部
に
お
け
る
指
導
者
研
修
は
、
常
任
布
教
師
・
護
法
講
師
・
伝
道
講
師
・
護
法
委
員
そ
の
他
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
二

十
数
名
が
参
加
し
て
、
次
の
よ
う
な
研
修
が
行
な
わ
れ
た
。

ィ
、
テ
キ
ス
ト

(
『
信
行
必
携
』
)

の
内
容
の
確
認

(
一
章
毎
に
検
討
)

ロ
、
統
一
信
行
に
関
す
る
経
文
・
ご
妙
判
の
選
定

ハ
、
唱
題
行
の
指
導
法

二
、
「
日
蓮
宗
の
お
し
え
」
解
説
指
導
法

ホ
、
「
正
し
い
信
仰
生
活
を
送
る
た
め
に
」
解
説
指
導
法

へ
、
「
寺
院
・
教
会
・
結
社
の
護
持
と
日
々
の
信
行
生
活
を
す
る
為
に
」

の
指
導

新
た
に
刊
行
さ
れ
た
『
信
行
必
携
』
を
中
心
資
料
と
し
て
熱
心
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
た
た
か
わ
せ
、
『
信
行
必
携
』
の
内
容
と
各
項

目
ご
と
の
指
導
方
針
を
確
認
し
合
っ
た
。

第
二
次
の
宗
務
区
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
は
、
引
続
い
て
二
カ
月
に
わ
た
っ
て
、
各
宗
務
区
に
お
い
て
、
一
泊
二
日
、
一
目
五
時
間
研
修

と
い
う
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
。
各
管
区
宗
務
所
長
・
布
教
師
会
長
・
護
法
事
務
局
長
協
議
の
上
、
推
薦
さ
れ
た
青
壮
年

層
の
活
動
家
二
名
を
参
加
さ
せ
て
実
施
さ
れ
た
。
講
師
は
、
中
央
の
指
導
者
研
修
の
参
加
者
が
派
遣
さ
れ
て
任
に
当
っ
た
。
研
修
の
目
的

は
、
「
宗
徒
に
対
す
る
信
行
・
学
習
の
増
進
と
、
宗
徒
の
組
織
化
を
は
か
り
、
寺
院
・
教
会
・
結
社
の
護
持
と
、
宗
門
意
識
の
晶
場
を
強
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め
、
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
伝
道
宗
門
の
実
を
あ
げ
る
」
に
あ
っ
た
。
『
信
行
必
携
』
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
め
る
学
習
指
導
法
の
研

修
が
中
心
で
あ
っ
た
。
新
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
唱
題
行
の
実
修
も
き
び
し
く
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
法
座
の
も
ち
方
等
に
つ
い
て
も
、

講
師
を
中
心
に
研
究
、
討
議
さ
れ
た
。

第
三
次
の
管
区
教
師
の
研
修
は
、
宗
務
区
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
終
っ
た
と
こ
ろ
で
、
四
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
、
各
管
区
単
位
で
管
内
教
師

全
員
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。
講
師
は
宗
務
区
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
た
教
師
が
担
当
し
た
が
、
宗
務
区
研
修
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
参
加
し
た
布
教
師
会
長
・
護
法
事
務
局
長
も
援
助
、
協
力
し
た
。
研
修
内
容
は
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
に
準
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
、
一
年
間
三
次
に
わ
た
っ
て
の
教
師
研
修
を
終
っ
て
、
護
法
統
一
信
行
は
第
二
次
檀
信
徒
の
統
一
信
行
の
実
動
に
移
っ
た
の
で
あ

る
。
檀
信
徒
の
研
修
も
三
段
階
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

第
一
段
階

管
区
単
位
、
管
内
一
本
で
宗
務
所
が
運
営
主
体
、
各
寺
檀
信
徒
指
導
者
層
(
総
代
護
持
会
役
員
)

が
対
象
で
あ
る
が
、
寺
院
・
教
会
の

住
職
主
管
も
参
加
、
僧
俗
一
体
の
研
修
の
形
を
と
っ
た
。
『
信
行
必
携
』
を
利
用
し
、
修
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。

第
二
段
階

管
区
の
大
小
に
よ
っ
て
会
場
を
数
カ
所
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
、
地
区
別
の
研
修
を
実
施
、
宗
務
所
中
心
の
研
修
が
ブ
ロ
ッ
ク
別
に

移
さ
れ
た
。
各
寺
相
互
の
連
携
を
深
め
、
檀
信
徒
に
も
同
信
意
識
を
強
め
、
一
歩
前
進
の
形
と
な
っ
た
。
各
寺
護
持
会
を
単
位
に
結

成
さ
れ
た
檀
信
徒
協
議
会
が
運
営
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
研
修
日
程
は
、
①
法
味
言
上
、
②
信
行
指
導
(
唱
題
行
)
一
時
間
以

上
、
③
研
修
講
演
二
時
間
と
全
一
日
を
か
け
る
会
場
も
多
か
っ
た
。
講
師
は
護
法
講
師
、
管
内
指
導
者
研
修
を
終
え
た
教
師
が
当
っ

た
。
一
教
程
(
十
二
時
間
)
修
了
者
に
は
、
「
信
行
章
」
「
修
了
証
」
が
授
与
さ
れ
た
。
管
内
二
乃
至
三
会
場
を
巡
っ
て
研
修
す
る
者
も

あ
っ
て
、
檀
信
徒
対
象
の
統
一
信
行
は
、
第
一
年
次
よ
り
第
二
年
次
へ
と
意
欲
的
に
盛
上
っ
て
い
っ
た
。
運
営
の
実
際
は
護
法
運
動

支
部
が
中
心
に
な
る
の
だ
が
、
組
寺
の
相
互
協
力
、
布
教
師
会
の
協
力
・
奉
仕
も
あ
っ
て
視
聴
覚
教
材
も
利
用
さ
れ
、
体
験
発
表
等
、
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法
座
形
式
を
加
え
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

第
三
段
階

各
寺
教
会
単
位
で
実
施
す
る
の
で
、
護
法
統
一
信
行
は
、
究
極
す
る
と
こ
ろ
こ
の
段
階
で
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。
第
二
段
階
の
合

同
研
修
で
相
当
成
果
を
挙
げ
た
も
の
が
、
各
寺
単
位
で
同
じ
よ
う
に
信
行
研
修
が
行
な
わ
れ
て
目
的
を
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

段
階
で
は
、
寺
院
住
職
の
熱
意
と
指
導
力
に
よ
る
外
は
な
い
。
既
に
信
行
会
等
が
行
な
わ
れ
て
い
る
寺
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
信
行

内
容
か
ら
漸
次
統
一
信
行
の
形
に
移
行
し
、
檀
家
一
人
一
人
に
喰
い
入
る
信
行
研
修
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
な
り
の
実
績
を
挙
げ
る
寺

院
教
会
も
漸
く
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
七
百
遠
忌
を
目
指
し
て
、
各
寺
単
位
の
統
一
信
行
は
前
進
し
た
も
の
の
、
そ
の
徹
底
は

容
易
で
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

統
一
信
行
が
従
来
の
護
法
運
動
か
ら
一
歩
進
ん
で
実
践
さ
れ
た
う
ち
、
「
統
一
」
の
名
に
値
す
る
も
の
は
、
統
一
教
本
『
信
行
必
携
』
に

よ
る
研
修
指
導
と
、
行
的
実
践
と
し
て
の
唱
題
行
の
実
修
で
あ
る
。

『
信
行
必
携
』

に
つ
い
て
は
別
に
触
れ
る
が
、
唱
題
行
に
つ
い
て
、
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
唱
題
は
、
本
宗
の
信
行
に
お
い
て
正
行

で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
法
要
儀
式
の
中
で
も
必
ず
お
題
目
を
唱
え
て
き
た
し
、
お
題
目
講
等
も
あ
っ
て
、
唱
題
が
軽
視
さ
れ
た
訳
で
な
い
。

し
か
し
宗
門
と
し
て
正
行
第
一
の
行
法
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
重
要
な
行
的
実
践
と
し
て
捉
え
、
統
一
信
行
に
位
置

づ
け
た
の
で
あ
る
。
方
法
と
し
て
は
、
湯
川
日
淳
師
に
よ
っ
て
創
唱
さ
れ
行
法
を
と
り
あ
げ
て
、
一
定
の
形
式
に
し
た
が
っ
て
お
題
目
を

修
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
統
一
信
行
の
名
に
お
い
て
、
各
地
の
根
強
い
慣
習
も
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
特
色
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
唱

題
行
の
統
一
化
を
打
出
し
た
こ
と
に
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
形
に
こ
だ
わ
っ
て
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、
唱
題
行
と
い
う

行
的
実
践
は
進
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

次
に
、
護
法
運
動
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
護
法
団
参
で
あ
る
が
、
や
が
て
迎
え
る
宗
祖
七
百
遠
忌
を
機
会
に
、
寺
単
位
で
、
組
寺

ま
た
管
区
合
同
で
そ
れ
ぞ
れ
に
実
施
計
画
が
立
て
ら
れ
、
宗
門
で
も
交
通
業
者
を
指
定
し
て
一
段
と
活
発
に
実
施
さ
れ
た
。
同
信
の
自
覚
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と
誇
り
を
も
っ
て
、
大
聖
人
や
先
師
聖
人
ゆ
か
り
の
霊
跡
に
参
拝
し
、
尊
い
ご
生
涯
を
し
の
び
法
悦
に
む
せ
ぶ
。
そ
の
感
動
を
も
っ
て
信

行
に
励
む
と
い
う
実
践
は
、
護
法
統
一
信
行
の
推
進
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
七
百
遠
忌
奉
行
を
目
途
に
効
果
を
挙
げ
た
と
い

え
る
。

四
、
『
信
行
必
携
』

の
作
成
と
活
用

護
法
統
一
信
行
は
、
「
邑
に
不
学
の
戸
な
く
家
に
不
学
の
人
な
し
と
、
国
が
義
務
教
育
制
を
敷
い
た
よ
う
に
統
一
さ
れ
た
信
行
組
織
に
よ

っ
て
全
宗
徒
を
信
行
に
励
ま
せ
る
」

こ
と
を
ね
ら
っ
て
、
第
一
に
着
手
し
た
の
は
信
行
を
統
一
す
る
教
本
(
テ
キ
ス
ト
)

の
作
成
で
あ
っ

た
。
生
ま
れ
た
の
が

『
信
行
必
携
』

で
あ
る
。
「
は
し
が
き
」

に
、
「
こ
の
信
行
必
携
は
宗
徒
必
携
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
信
行
研
修
の

大
綱
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
基
本
的
な
信
行
習
得
に
よ
っ
て
、
同
じ
信
仰
に
生
き
る
お
互
い
が
、
所
属
す
る
寺
院
・
教
会
は
別
々
で
も
、

共
に
日
蓮
聖
人
か
ら
日
蓮
が
一
類
と
呼
ば
れ
る
者
同
志
と
し
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
共
に
お
勤
め
が
出
来
、
法
座
を
共
に
す
る
こ
と
が

出
来
て
、
皆
共
に
仏
道
を
成
じ
よ
う
と
い
う
一
大
願
業
に
生
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
し
た
も
の
」

と
う
た
っ
て
い
る
。
統
一
信
行

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
終
始
活
用
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
B
6
判
一
五
〇
頁
の
小
冊
子
で
、
ど
こ
へ
で
も

持
参
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

は
じ
め
に
、
「
宗
徒
の
信
条
」

(
五
ヵ
条
)

と

「
在
家
の
誓
い
」

(
五
項
目
)

を
か
か
げ
て
い
る
。
本
文
は
、

第
一
章

日
蓮
宗
の
お
し
え

1
、
日
蓮
宗
の
お
し
え
と
宗
徒
の
使
命

2
、
法
華
経
は
仏
教
の
肝
心
か
な
め

3
、
法
華
経
を
正
し
く
信
仰
す
る
た
め
の
心
得

4
、
御
本
尊
と
成
仏
へ
の
い
の
り
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5
、

第
二
章

第
三
章

一
、

祈
稿
の
意
義

正
し
い
信
仰
生
活
を
お
く
る
た
め
に

宗
徒
の
信
行

正
行
と
し
て
の
唱
題
行

1
、
唱
題
の
意
義

2
、
唱
題
行
の
心

二
、
助
行
と
し
て
の
法
華
経
の
読
諦

1
、
お
経
の
読
み
か
た

2
、
読
諦
す
る
お
も
む
き

3
、
お
っ
と
め
の
し
か
た

三
、
回
向
に
つ
い
て

第
四
章

寺
院
・
教
会
・
結
社
の
護
持
と
日
々
の
信
行
生
活
を
す
る
た
め
に

一
、
布
施
す
る
生
き
方

二
、
宗
門
聖
日
に
は
進
ん
で
参
詣
し
よ
う

三
、
家
庭
の
信
仰

四
、
寺
院
・
教
会
・
結
社
護
持
の
つ
と
め

第
五
章

日
蓮
聖
人
の
ご
生
涯

お
っ
と
め

(
勤
行
要
典
)

御
妙
判

等
と
な
っ
て
い
て
、
付
録
に
は
、
日
蓮
宗
宗
憲
・
宗
憲
の
解
説
・
日
蓮
聖
人
御
一
生
の
略
年
譜
・
仏
教
讃
歌
・
護
法
の
い
の
り
・
食
法
・
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祖
山
霊
跡
由
緒
寺
院
名
・
唱
題
行
の
し
か
た
等
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
応
、
日
蓮
宗
徒
と
し
て
心
得
る
べ
き
教
義
・
信
仰
の
概
要
か
ら
、

『
必
携
』

を
見
れ
ば
、
何
で
も
わ
か
る
と
い
う
常
識
的
項
目
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
の
批
判
は
あ
る
も
の
の
、
今
ま
で
企
て
ら

れ
な
か
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
宗
徒
必
携
で
統
一
研
修
の
重
要
な
教
材
と
な
っ
た
。

指
導
に
当
る
者
の
た
め
に
は
、
「
信
行
必
携
解
説
」

「
信
行
必
携
参
考
類
衆
」

が
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に

「
宗
義
大
綱
」

を
解
説
し
た
「
護

法
統
一
信
行
資
料
」

(
第
一
輯
)

『
信
行
必
携
』

の
指
導
解
説
を
し
た
同
資
料
(
第
二
輯
)

も
作
成
、
頒
布
さ
れ
た
。

『
信
行
必
携
』

は
、
教
師
対
象
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
も
、
檀
信
徒
対
象
の
研
修
会
で
も
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
が
は
か
ら
れ
た
。
研

修
を
終
っ
た
檀
信
徒
は
、
そ
の
都
度
、
『
信
行
必
携
』
の
末
尾
に
あ
る
「
参
拝
研
修
の
記
録
」
欄
に
記
入
さ
せ
る
よ
う
に
し
、
文
字
通
り
「
必

携
」

の
役
割
を
果
し
た
。

こ
う
し
た
統
一
教
本
に
よ
っ
て
、
従
来
と
か
く
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
教
化
伝
道
が
、
「
統
一
」
の
名
に
値
す
る
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
た
こ

と
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

活
用
の
ね
ら
い
は
、
た
だ
合
同
研
修
の
場
で
使
用
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
各
自
の
寺
院
・
教
会
に
お
け
る
信
行
会
・
題
目
講
・
婦

人
会
等
の
場
で
も
常
時
活
用
さ
れ
、
「
護
法
統
一
信
行
」
が
こ
の
『
信
行
必
携
』
を
通
し
て
宗
徒
の
一
人
一
人
に
徹
底
し
浸
透
す
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

教
化
研
究
会
議
や
布
教
師
会
の
研
究
会
に
お
い
て
も
、
『
信
行
必
携
』

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
が
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

『
信
行
必
携
』
の
内
容
そ
の
も
の
の
研
究
か
ら
、
具
体
的
活
用
指
導
法
の
実
際
が
研
究
し
討
議
さ
れ
た
。
活
用
の
機
会
、
与
え
る
対
象
(
青

年
・
婦
人
・
老
年
層
等
)

に
応
じ
て
活
用
の
具
体
化
が
は
か
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
も

『
信
行
必
携
』

を
中
心
に
し
た

「
統
一
信
行

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

の
作
成
が
研
究
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。
七
百
遠
忌
特
派
布
教
の
展
開
に
伴
っ
て
も
、
『
信
行
必
携
』

の
使
用
は
続
け
ら
れ
、

全
く
本
宗
宗
徒
必
特
の
も
の
と
し
て

「
必
携
」

の
名
に
値
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
宗
門
の
刊
行
物
と
し
て
稀
有
な
発
行
部
数
を
記
録
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
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五
、
宗
祖
第
七
百
遠
忌
に
向
っ
て

「
護
法
統
一
信
行
」
は
、
護
法
運
動
の
目
標
で
あ
っ
た
宗
祖
降
誕
七
五
〇
慶
讃
行
事
が
終
っ
た
段
階
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
次
の
目
標

を
宗
祖
第
七
百
遠
忌
に
設
定
し
、
年
次
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。

昭
和
四
十
九
年
三
月
の
宗
会
に
お
い
て
は
、
「
日
蓮
聖
人
第
七
百
遠
忌
報
恩
奉
行
会
規
定
」
が
制
定
さ
れ
、
宗
門
活
動
の
一
切
が
「
道
は

一
す
じ
七
百
遠
忌
」

を
合
言
葉
と
し
て
邁
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
半
世
紀
一
度
の
宗
祖
御
遠
忌
報
恩
奉
行
を
一
大
契
機
と
し
て
、
宗
門

の
一
大
発
展
を
は
か
ろ
う
、
と
宗
門
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
一
年
、
「
護
法
統
一
信
行
」
の
提
唱
者
で
あ
っ
た
渡
部
宗
務
総
長
は
、
中
山
合
同
復
帰
後
の
法
華
経
寺
復
興
に
専
念
す
べ
く
総

長
職
を
辞
任
し
、
松
村
寿
顕
師
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
と
な
っ
た
。

松
村
内
局
は
、
挙
宗
一
致
の
も
と
、
遠
忌
奉
行
推
進
の
大
命
を
に
な
っ
て
発
足
し
、
遠
忌
奉
行
会
の
実
動
を
開
始
し
た
。
遠
忌
奉
行
の

中
核
と
な
る
大
規
模
な
遠
忌
特
派
布
教
計
画
が
樹
立
さ
れ
た
。
遠
忌
特
派
布
教
は
、
管
長
の
親
教
を
目
玉
と
し
て
、
中
央
よ
り
任
命
さ
れ

た
遠
忌
特
派
布
教
師
八
十
余
名
を
中
軸
に
、
全
国
各
管
区
に
わ
た
っ
て
八
百
名
に
及
ぶ
遠
忌
布
教
師
が
任
命
さ
れ
、
遠
忌
布
教
の
実
動
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

遠
忌
布
教
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
は
、
「
知
恩
報
恩
」

「
合
掌
で
光
を
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
「
護
法
統

一
信
行
の
定
着
徹
底
」
に
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
「
統
一
信
行
」
も
提
唱
さ
れ
て
五
年
、
既
に
個
々
の
単
位
寺
院
に
お
い
て
は
月
例
信
行
会

と
し
て
定
着
し
、
根
を
下
ろ
し
た
感
が
あ
る
。
遠
忌
特
派
布
教
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
と
別
の
も
の
で
な
く
、
さ
ら
に
統
一
信
行
を
充
実
し

強
化
し
、
以
て
目
的
を
達
成
す
る
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
殊
に

「
檀
家
を
信
者
に
変
え
る
」
統
一
信
行
の

目
標
は
、
さ
ら
に
未
信
者
を
広
く
勧
誘
し
て
統
一
信
行
会
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
努
力
す
る
と
い
う
目
標
に
拡
大
強
化
さ
れ
た
。

遠
忌
特
派
布
教
は
、
三
カ
年
、
全
国
四
百
カ
所
、
通
算
千
二
百
回
実
施
の
計
画
が
立
て
ら
れ
、
一
方
、
「
檀
信
徒
研
修
道
場
」
も
年
二
回
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定
期
に
開
か
れ
、
統
一
信
行
修
了
者
を
入
場
せ
し
め
た
。
具
体
的
な
実
践
指
導
と
し
て
、
「
御
遠
忌
御
報
恩
万
遍
唱
題
信
行
会
」
を
よ
び
か

け
、
御
遠
忌
布
教
を
通
じ
て
、
護
法
統
一
信
行
は
新
た
な
展
開
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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